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Endless Surfのテクノロジー
　Endless Surf（ES）は、空気圧チャンバー
内の空気と圧力によって、自然の海の波を忠
実に再現する。世界での長年の実績と信頼
性の高いテクノロジーが特徴で、設置や設定
の柔軟さをもつホワイトウォーター社の造波
システム。

●フレキシブルで質の高い波

　プールの後壁に沿った空気圧波発生チャン
バーの数に基づいて大小さまざまなスケール
のプールを設置できる。スプリットピーク動作
モードでは、チャンバーから左右の二方向に
対し、ESの特徴的なハート形のプールに対し
て波が送り出される。
　この際、最初に波を送り出した1次の高い
波に加え、中段でもう一度2次の波が立てられ
るのもESの特徴だ。2次の波は少し低めでビ

ギナーには適するため、1つのプールで、両サ
イドに2段階づつで合計4ゾーン、上級者から
初心者にそれぞれ合った波を作れることにな
る。さらに、プロ向けでは、左右を横断する形
で、最大32秒にもなる長い波を作ることもでき
るのだ。これにより、サーフィンにおけるライド
タイムを増やすことで、サーファーのターン数
を増やし、上級者の満足度をアップできる。
　サーフィンの醍醐味といえる、綺麗なトンネ
ル状のバレルの波を自在に作れるため、自然

の海と違い確実にバレルを体験できるのもポ
イントだ。

●優れたソフトウェアも付属

　個人で予約して登録すると、自分で予約し
た時に、好みの設定の波が選べるソフトウェ
アも重要だ。初級・中級・上級などさまざまな
パターンを用意でき、同じプール内で、レベル
に合わせた満足度が高いサーフィン体験を約
束する。

　
豊富なウォーターパークの実績を活かし
開発続くサーフィンプールに参入

　レジャー施設向けの各種アトラクションの
企画・施工などを行なう阪和興業㈱では、海
外メーカーのホワイトウォーター社と提携、
同社の開発した造波装置「Endless Surf（エ
ンドレスサーフ）」を使った国内サーフィンプ
ール市場に参入する。
　同社は昨年4月、遊園地のアトラクション
やプール施設などを中心にアトラクションの
設計・施工・各種プロデュースを行なってき
たレジャー施設部を「ライフ・アミューズメン
ト部」に改称。レジャー・エンターテインメン
トのさまざまな事業領域への拡大を進めて
きた。そんななか、サーフィンプールの案件
があり、同社のプロデュース力を活かせる事
業だとプロジェクトがスタートした。
　ここでタッグを組むホワイトウォーター社
は、ウォータースライダー、ウォーターライド
などで世界的に高いシェアを持つ「水の遊
びのプロフェッショナル」企業。新たに造波
装置として「エンドレスサーフ」のブランドを
立ち上げ、世界的な展開を始めた同社と阪
和興業とは、国内におけるウォーターライド
や遊園地等の集客施設作りを通じて、もとも
と深い関係性を持っていた。そこで、あらた
めて両社で提携し、日本におけるサーフィン
プールの本格展開を図ることになったので
ある。
　オリンピック種目に採用されるなど、世界
的にサーフィン熱が高まってきているが、実

際にサーフィンに適した海岸は国内にそう
多くない。特に初心者も気軽に楽しめるサ
ーフィンプールは、国内に数カ所しかないの
が現状だ。しかも、その大半は上級者にとっ
てはライディングできる秒数や波の作りな
ど、少し物足りない仕様だといわれる。
　一方で、最大で32秒の最高水準の長い波
を出すことができるほか、プール中段で2次
波を発生させられるなど、フレキシブルで質
の高い波を実現した「エンドレスサーフ」は、
海外ではすでに多くの実績を示している。
サーフィンに適した海がないドイツや中東に
まで進出する流れで、ライフ・アミューズメン
ト部課長 大木美忠氏は、「そうした施設があ
れば、サーフィンのマーケットは日本でも確
実に伸びていくと考えています」と語る。
　さらに、「水遊びの機器でホワイトウォータ
ー社が持つ技術と実績については、私ども
は長年の付き合いで熟知しています。また、
さまざまな大型遊戯機器を導入するにあた
って、海外メーカーの技術者と打ち合わせし
ながら、安全基準も含めて日本の設計に馴
染ませていき、プロジェクトとして完成させて
いくノウハウもわたしたちにはあります。そ
うした、長年に渡って蓄積してきた経験がこ
こでも活かせると考えています」とし、上級者
が満足できる本格的なサーフィンプール作り
に自信を窺わせる。
　
さまざまなレジャーを複合した
サーフパークづくりをサポート

　また、大規模投資になるサーフィンプール

作りにあたっては、収益面などの事業性がポ
イントのひとつになるが、大木氏は「まさにそ
うした点をサポートできる点が、阪和興業が
この事業を行なう価値のひとつだと考えて
います」と語る。
　上級者だけでなく、初心者にとってもハー
ドルを感じないサーフィンプールを軸に、子
ども用のプールや飲食施設など、カップルや
家族連れで楽しめるレジャー施設として、こ
れまでのウォーターパーク作りで培った経験
が発揮できることを強調。サーフィンプール
に関心を持つ自治体なども含め、その事業
性を高めるプロデュースを行なっていく考え
を示す。
　現在、千葉県流山市の常磐自動車道、流
山IC近くで進められている大規模な土地開
発で、エンドレスサーフを採用したウェーブ
プール計画が予定されている。物流施設と
市民のためのスポーツ・レジャー施設といっ
た地域貢献施設の二本立ての開発で、2027
年開業を予定。ここにつくられる予定の本
格的なサーフィンブプールが、高まりつつあ
る日本のサーフィン熱を支えていくことが期
待される。
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世界中で拡大するサーフィン人口
人工サーフィンプールのニーズが高まる

　いま、サーフィンは世界中で人気を拡大して
います。世界のサーフィン市場は2027年まで
に48億ドルに達すると予測されており、多くの
地域でサーフィン人口の大幅な増加が見られ
ます。実際に、米国のサーファー人口はわず
か7年で94%増加しました。特に、サーフィン
が東京オリンピックで競技として正式採用され
て以来、その勢いは衰える気配がありません。
　この急成長のなか、サーフパークは、世界
中の投資家や開発者にとって、差別化を図り
健全なROI（投資収益率）が実現可能な、いま
最もホットで新しいタイプの施設の1つといえ
ます。
　いまや世界中で何百ものサーフパークが計
画されており、多くの企業がサーフィンプール
のもたらす大きなメリットを認識しているた
め、世界的なサーフィン開発ブームに突入して
います。サーフィンヘのニーズは間違いなく
ピークに達しており、サーフパークを作れば、

サーファーたちはやって来るとみなが確信し
ています。
　現在、世界中に推定3,500万人のサーファ
ーが存在し、非常に大きな注目を集めていま
す。良い波を求めるサーファー達は溢れてい
ますが、自然の海では、天候の変わりやすさ
により、波の供給は不安定で限定的にならざ
るを得ません。サーフパークは、海でのサーフ
ィンに対して補完的な役割を果たすことで、高
まる需要に応えるものになります。サーフィン
プールによって、常に楽しめる大きな波が提
供できれば、施設運営者はリピートするサー
ファー達のコミュニティを作り出し、世界にア
ピールすることができるでしょう。

サーフィン需要増大に対応する
柔軟な「ウェーブ プール テクノロジー」

　私たちEndless Surfがもつ新しい「ウェー
ブ プール テクノロジー」は、世界中で高まる
サーフィンの需要に対応し、施設運営者が持
続可能なサーフィンビジネスを創出できるよう
サポートすることを目指しています。
　ドイツのミュンヘンにオープンした「O2 
SURFTOWN MUC」では、初の「サーフパー
ク」プロジェクトとして、最初の波を披露しまし
た。これにより、クオリティ、運用の柔軟性、セ
クションのカスタマイズに関して、Endless
Surfテクノロジーがすでに高いレベルで実現
できることを示すことができました。
　ミュンヘンで最初の波を体験できた幸運な

数人の1人であるプロサーファーでオリンピッ
ク選手である、RedBullアスリートのLeon 
Glatzer氏は、次のように述べています。
「このテクノロジーはサーフィンの未来を一
変させるものです。わたしの地元で最初の波
を見たことは忘れられない体験でした。エン
ジニアと協力して微調整しながら、Endless 
Surfがもつ精度とパワーを目の当たりにして、
本当に驚きました。彼らは最初の波ですでに
驚くべき波を作り出していましたが、これはま
だ可能性のほんの一部に過ぎません。このサ
ーフィンプールの柔軟性と多様性は素晴らし
いです。きっとサーファー達を興奮させ、何度
もリピートさせることでしょう」。
　本物志向で作られた Endless Surfは、あら
ゆるスキルレベルや、サーフィンスタイルのサ
ーファーにとって、忘れられない体験を提供し
ます。信頼性の高い空気圧ハードウェアを活
用し、最先端のソフトウェアスイートと組み合
わせることで、Endless Surfは初心者からプ
ロまですべての人に対し、それぞれが満足で
きる波を適切に提供することができます。この
技術により、最大2.1メートルの高さの波をカ
スタマイズでき、ライドタイムにおいても最大
モデルでは32秒以上のライドを可能とします。
　わたし達は、サーファー人気が高まる日本
のマーケットには大変期待しています。 End
less Surfの技術で、日本のサーファーに満足
してもらえるサーフパークづくりに是非貢献し
たいと考えています。
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本格的なサーフィンプールを実現する
ホワイトウォーター社「Endless Surf」
̶̶̶̶̶̶阪和興業㈱
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